
 

令和７年度 学校評価実施報告書 
 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①自ら課題を設定
し、その解決に向
けて主体的に探究
することができる
生徒の育成を図
る。 

 
 
 
 
 
②グローバル化が進
む社会で広い視野
を持って協働して
課題を解決できる
生徒の育成を図
る。 

 
 
 
 
 
 

①バランスの取れた学
力の育成と主体的な
探究活動の実現、高
い進路希望や多様な
進路を実現する教育
課程となっているか
どうかを検証する。
ＩＣＴ利活用の環境
を一層充実させ、学
校ＤＸを推進する。 

 
②国際社会でリーダー
として活躍できる人
材の育成を目指し、
学校として生徒に身
につけさせたい能力
を定め、推進に向け
て組織的、継続的な
授業改善を図る。 

①教育課程の検証は教
科意見や科目選択状
況、進路希望調査、
進学実績などをもと
に、編成は適切か、
目標達成は可能かの
視点で行う。ＩＣＴ
が適切に活用できる
よう、相談体制と管
理体制を整備する。 

 
②現状を把握し、身に
つけたい能力を定め
る。その育成に向け
て教科で授業につい
て協議する。そのた
めの授業改善は校内
研修、授業実践、研
究協議、授業評価な
どのサイクルで組織
的、継続的に行う。 

 

①教育課程が教科目標
や生徒の進路希望を
実現するものになっ
ているか。ＩＣＴの
利活用に向けて環境
整備や研修は行われ
たか。端末破損や紛
失などに適切に対応
できる管理体制は整
っていたか。 

 
②身につけさせたい能
力は定まったか。そ
れに向けた授業に関
する協議は各教科で
は行われたか。授業
改善は組織的・継続
になされていたか。 

 
 
 

① 教育課程の検証につ
いては、教科からの
意見を集約し、単位
数の変更や科目の統
合などの改定を実施
した。ＩＣＴ機器の
活用では管理簿を更
新し、使用状況を正
確に把握できるよう
にした。 

 
② アンケートや生徒に
よる授業評価等を実
施し、現状把握が進
んだ。授業見学や研
修、定期的な教科会
等を実施させること
ができ、２回の研修
会を実施した。 

① 受講が少人数の科
目や他展開授業に
ついて生徒のニー
ズを踏まえながら
検討を続ける。電
子黒板を整備し、
採点システムによ
るデジタル採点・
返却について手順
を整理する。 

 
② 授業見学や教科会
の実施については
浸透が不十分であ
り、積極的に実施
されるよう環境を
整える必要があ
る。また研究授業
の運営を改善した
い。 

・大学では探究活動を
熱心に行ってきた学
生は 1/3 に留まる。
カリキュラム改善を
継続してほしい。 

・電子黒板の利点は直
接書き込めること。
ぜひ生かして利用し
てほしい。 

 
 
・少ない負担で授業力
向上を図れるよう授
業見学への呼びかけ
は続けてほしい。 

・他教科見学は有益。 
・授業改善では保護者
の意見も集約する。 

・グローバル人材の育
成では校外にも目を
向けさせてほしい。 

① 教育課程の検証
が進み、修正も
一部果たされて
いるが、生徒の
科目選択動向に
は今後も注視す
べきだ。ＩＣＴ
活用は管理と同
時に活用度の向
上につながる工
夫が必要だ。 

② 適切なテーマで
教科会や授業見
学が活発とな
り、研究授業、
研究協議の質が
高まった。今後
は授業改善をよ
り主体的な取組
みに変えていく
必要がある。 

① 科目選択動向
を踏まえつつ
学習指導要領
の改訂内容を
情報収集し、
教育課程の調
整を行う。Ｉ
ＣＴの活用度
向上につなが
る情報提供に
努める。 

② 新たなテーマ
による授業改
善を進める際
は、広く意見
集約し、各種
データを活用
して、生徒に
身につけさせ
たい能力の明
確化を図る。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①豊かな人間性や主
体性、指導的役割
が果たせる人格の
育成を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒一人ひとりの
適切な理解に基づ
く生徒支援体制と
教育・健康相談の
充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒会行事が生徒主
体の活動となるよう
生徒の運営をしっか
りサポートし、リー
ダーシップを身につ
け、今後社会で活躍
できる資質や能力が
備わるよう支援に努
める。行事や活動に
ついての広報に努め
る。 

 
 
 
②生徒が安心して学校
生活を送れるよう、
教育相談担当を中心
に、校内の連携を強
化するなど校内体制
を整備する。またＳ
Ｃ，ＳＳＷや地域と
も連携して生徒のサ
ポートにあたる。 

①行事のテーマやルー
ルづくりに主体的に
関与させ、それに沿
って企画、運営をさ
せる。安全、安心の
徹底や防犯上の問題
を意識させる。行事
後はアンケートなど
で課題を整理させ、
次年度の改善を図ら
せる。行事等の様子
はホームページに積
極的にあげていく。 

 
②教育相談コーディネ
ーターを中心に校内
の生徒情報を適切、
迅速に共有する。Ｓ
Ｃ、ＳＳＷと協力し
てかながわ子どもサ
ポートドックの取組
を推進する。必要に
応じて関係機関と連
携し、円滑に調整を
行う。 

①生徒会行事の企画、
運営にあたって実行
委員会などがきちん
と開催されていた
か。企画やルールを
つくる上で前年度の
反省や課題をしっか
りと踏まえたものに
なっているか。行事
等の最新情報がホー
ムページで定期的に
更新されていたか。 

 
 
②支援が必要な生徒情
報について校内で適
切に共有することが
できたか。かながわ
子どもサポートドッ
クの取組などを通じ
てＳＣ，ＳＳＷの活
用は進んだか。関係
機関との連携を取っ
た場合、調整は円滑
に行われたか。 

①テーマやルールづく
りに主体的に関与さ
せ、それに沿った企
画、運営に着手し、
目標は概ね達成でき
た。安全、安心の徹
底や防犯意識を向上
させ、昨年度よりケ
ガや事故等の件数が
減り（例えば文化祭
の生徒事故・ケガは
ゼロ件）、目標は概
ね達成できた。 

 
②支援が必要な生徒の
情報が、コーディネ
ーターを中心に、当
該学年だけでなく学
校全体で共有され
た。かながわ子ども
サポートドックは３
年目を終え、学校と
して定着が図られて
きた。 

① 生徒の主体性を育
むには、取組や活
動のアウトライン
をしっかり設計
し、教育効果を上
げる必要がある。
また安全対策を行
うにあたっては、
専門的な知識を取
り入れ、学校全体
に周知徹底を図る
必要がある。 

 
 
② 生徒支援の重要性
がますます高まっ
ているとの認識で
対応に臨みたい。
かながわ子どもサ
ポートドックで
は、プッシュ型面
談がより円滑に進
むよう、ＳＣとの
調整を重視して対
応していきたい。 

・生徒の自主性を育成
するのは大事だが、
人ひとりを適切に育
むのは難しいだろ
う。中学でも本人の
思いと現実のミスマ
ッチが起きている。 

・文化祭のホームペー
ジが分かりづらく、
情報が遅かった。 

 
 
 
 
・社会の風潮なのか、
若者への眼差しが以
前にも増して厳しく
なっている。必要な
生徒への適切な支援
は十分行っていただ
きたい。 

① 生徒が主体的に
活動に取り組む
には教員による
きめ細かな準備
や支援が必要で
あり、そのノウ
ハウは備わりつ
つある。今後は
主体性の中身を
吟味し、将来に
活かせる資質・
能力を見定め、
育む必要があ
る。 

② 教育相談コーデ
ィネーターを中
心とした支援の
体制、かながわ
子どもサポート
ドック活用の定
着は図られてき
た。ＳＣ、ＳＳ
Ｗの更なる活用
が課題である。 

① 広報等にも関
与させるなど
生徒の主体的
な活動の幅を
広げ、生徒会
行事の充実を
図る。安心し
て参加できる
生徒会行事を
目指し、安全
対策のルール
づくりや安全
体制の構築を
図る。 

② 教育相談コー
ディネーター
と学年の教育
相談担当、養
護教諭が十分
連携し、支援
体制の整備を
図る。ＳＣ、
ＳＳＷの新た
な活用を模索
する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①キャリア観の育成
を通じて生徒自ら
が進路を開拓・選
択する力を培うと
ともに、第一希望
の実現に向けた指
導、支援を充実さ
せる。 

 

 

 

 

 

 

①将来を見据えたキャ
リア観の育成と３年
間を見通した進路指
導計画に則って、組
織的な進路指導体制
を整える。生徒が自
ら希望する進路を見
出し、その希望する
進路が実現するよう
様々な手立てを実践
する。 

①１年生で行うキャリ
ア教育に関するイベ
ントの内容見直しや
実施時期の整理など
を通じてキャリア教
育計画を再構築す
る。受験間近の３年
生を対象に面接を行
い、進路に対する不
安などに対応する。
小論文対策などをブ
ラッシュアップさ
せ、総合型入試への
生徒のニーズに応え
る。 

 

① キャリア教育関連イ
ベントの見直しは進
んだか。３年生の面
接や総合型入試への
対応は進んだか。卒
業時に行う進路指導
の満足度や必要な力
が身に付いたかを問
う調査で、肯定的な
回答の比率が 85％
を超えたか。 

② 「進路のしおり」を
改訂し、キャリア教
育関連のイベントの
見直しや実施時期の
整理等を通じて、キ
ャリア教育計画を再
構築した。受験直前
の３年生に面接を実
施して進路相談を充
実させるとともに、
小論文対策等をブラ
ッシュアップし、総
合型入試への対応を
進めた。肯定的な回
答は両問とも 95％
を超えた。 

① 生徒が自ら希望す
る進路を見出し、
その希望進路が実
現するよう、様々
な手立てを見直し
て、より生徒の意
識が高められるよ
うに改善を図る。
増える年内入試に
生徒が対応できる
よう、情報提供や
進路相談を充実さ
せる。 

・進学状況や調査結果
と合わせると、先生
方の取組みの工夫が
実を結んでいると思
う。 

① ３年間を通じた
キャリア教育と
３年生を中心と
した進路支援の
営みはともに適
切な見直しが図
られ、成果を上
げている。昨今
の入試傾向や志
願状況を踏まえ
て、今後も柔軟
な対応をしてい
く必要がある。 

① 昨年度の指導
内容の見直し
を検証するこ
とで、今後の
進路指導をよ
り効果的なも
のとする。キ
ャリア教育関
連のイベント
の適正配置を
今年度も続け
る。 

４ 地域等との協働 

①ＰＴＡや同窓会、
地域との連携事業
を通じて、生徒の
社会参画意識を向
上させ、地域とと
もにある学校づく
りを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①主役である生徒達が
地域等と関わり、成
長や資質向上が遂げ
られることを目指
す。地域貢献活動で
は公共機関との連携
の比重を高めてい
く。連携に当たって
は細やかな調整を心
掛け、共存、共栄を
図っていく。 

 

①地域との連携では地
域貢献活動の連携先
に近隣小・中学校な
どの公共機関を開拓
する。ＰＴＡとの連
携では会費購入のＡ
ＥＤを活用した講習
会やＳＮＳでの情報
発信などの活動を支
援する。同窓会との
連携では125周年記念
事業を協力して実施
する。連携を進める
にあたっては、報
告、連絡、相談を的
確に行って相互理解
を深める。 

 
 

①地域連携活動の連携
先として小・中学校
などの公共機関を新
たに開拓できたか。
ＰＴＡのＡＥＤ講習
会やＳＮＳでの情報
発信活動を支援でき
たか。125 周年記念事
業を同窓会と協力し
て実施できたか。連
携を進めるにあたっ
て報告、連絡、相談
を的確に行うことが
できたか。 

① 地域貢献活動は連携
先の新規開拓はでき
なかったが、横浜と
いう地域の抱える課
題を理解し、活動す
ることで目標は概ね
達成できた。ＰＴＡ
主催のＡＥＤを活用
した救命講習会を通
じて、学校、保護者
間交流が促進でき
た。保護者によるＳ
ＮＳを活用した情報
発信の試みでは課題
が見えてきた。125
周年記念事業を通じ
て、多方面との関わ
りから相互理解の必
要性が認識された。 

① 地域貢献活動では
受け入れ態勢の整
備や生徒の意識・
行動を変容させる
内容にするなど、
指導も含めて今後
着手すべき点はあ
る。ＰＴＡ主催の
イベントについて
は、企画を変えて
の開催も検討され
ているが、参加規
模に限りがあるた
め、保護者間の交
流は限定され、情
報交換もその場限
りのものとなって
いる。 

・地域貢献活動では自
分で考えて行動する
能動的参加の形態を
提案したい。 

・地域との温度差など
苦労も多いだろうが
ぜひこの地で貢献活
動に力を入れてほし
い。 

・今年度は学校と同窓
会、ＰＴＡの協力体
制が進んだ。 

・ＰＴＡとは何かをず
っと考えている。保
護者としてもっと学
校を理解し、意見を
出していくことが必
要だろう。 

① 地域貢献活動は
連携先の協力を
十分に得て行う
ことができた。
さらに効果を挙
げるため、振り
返りの充実を図
る必要がある。 
ＰＴＡとの連携
は活動内容の固
定化を避けて、
時代に即した見
直しが進むよう
協力していく。
125周年記念事業
を通じて地域等
との協力関係は
深まった。 

① 地域連携活動
は探究学習の
要素を持たせ
るなどで内容
の 充 実 を 図
る。ＰＴＡと
の連携では、
学校の現状や
課題などを踏
まえた活動内
容の見直しに
協 力 し て い
く。地域等か
らの要請には
教育資源活用
の観点から、
生徒に積極的
な参加を促し
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①大規模災害に備
え、職員・生徒・
地域が協力して行
動できる体制を整
える。 

 
 
 
 
②生徒と向き合う時
間を確保するた
め、教員の働き方
改革を推進する。 

 
 
 

①大規模災害時の施設
運用を想定するとと
もに、生徒にはいざ
という時に適切な行
動がとれるよう訓練
を工夫し、意識の向
上を図る。 

 
 
②業務分担の偏りや長
時間労働の是正に向
けて職員が協力して
取り組み、持続可能
な指導、運営の体制
づくりを進める。 

①避難所開設に備えて
適切な施設運用を想
定する。生徒が危機
意識を持てるよう訓
練を工夫し、当事者
として何ができるか
をグループワーク等
で意識づける。 

 
②職員は協力して業務
の均分化に努め、誰
もが容易に遂行でき
る業務を目指してマ
ニュアル化や見える
化、Teams 活用を進め
る。管理職は勤務過
多の職員を把握し、
是正を働きかける。 

 

①大規模災害を想定し
て、地域住民等に配
慮した施設運用は想
定できたか。実践的
な訓練は行われた
か。生徒が災害に対
して当事者意識を持
つことができたか。 

 
②業務の均分化は進ん
だか。マニュアル化
や見える化、Teams 活
用が進み、業務の遂
行は用意になった
か。勤務過多の職員
へは適切な対応がと
られたか。 

① 職員の危機意識醸成
に向けて西区消防署
による研修を行い、
大規模災害時の対応
を学んだ。生徒に災
害時に何ができるか
の課題を課し、当事
者意識を持てるよう
工夫を図った。 

② 業務分担の見直しに
着手したグループや
採点システムを取り
入れて業務の軽減を
図った職員が見られ
た。勤務超過職員の
把握はできるが、部
活動の活性化と相反
するため是正は容易
ではない。 

① 次年度は学校現場
でどのような対策
ができるかをテー
マに職員研修を行
いたい。生徒にも
避難訓練だけでな
く、様々なアプロ
ーチで当事者意識
を持たせたい。 

② 業務分担の偏り、
集中に対しては声
掛け、助け合いな
ど各グループで継
続して取り組む必
要がある。管理職
は勤務超過職員に
対して是正への働
きかけを継続す
る。 

・生徒の訓練、先生の
研修などいろいろや
っていただくのは重
要と思うが、学校に
人がいなくなった時
間帯に地域で発災し
たことも想定しても
らいたい。 

 
・ぜひ働き方改革を進
めてほしい。不祥事
が問題となっている
が、油断から起こる
というより、忙しく
て余裕がないから起
きてしまうと思う。 

① 生徒防災訓練や
職員防災研修、
横浜市との協定
細則見直しのい
ずれも地域住民
を考慮した取組
みであり、今後
も配慮を深める
必要があろう。 

② ツールを活用し
た業務の軽減が
進んだ。新たな
システムやツー
ルを用いて軽減
を加速させる。
勤務過多の職員
へ声掛けをした
が、是正は進め
られなかった。 

① 避難訓練等は
自助・共助の
課題解決に向
けて取り組ま
せる。職員研
修は専門家の
知見が具体的
対応役立つよ
う企画する。 

② 保護者連絡シ
ステムや電子
黒板等の活用
で業務軽減を
図る。部活動
指導等の勤務
超過は引き続
き顧問配置の
工夫等で是正
を図る。 


